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2018 年 6月 4日 

 

【インパクト投資】サスメド株式会社への投資 

～不眠症治療用アプリにより、薬剤に依存しない治療の普及を促進～ 
 

 

第一生命保険株式会社（代表取締役社長：稲垣 精二、以下「当社」）は、不眠症治療用アプリの研究・開発を行

う国内ベンチャー企業のサスメド株式会社（代表取締役社長：上野 太郎、以下「サスメド」）に対し、ESG 投資の一

環であるインパクト投資1として 1億円の投資を実施しました。 

【会社概要】 

商号 サスメド株式会社  

本社所在地 東京都中央区日本橋本町三丁目 11番 5号 日本橋ライフサイエンスビル 2 5 階 

代表者 上野 太郎（代表取締役・医師） 

設立 2016 年 2月 23 日（2015 年 7月 31 日に合同会社として創業） 

資本金 813,480,000 円（資本準備金を含む） 

事業内容 医療機器製造業、医療関連事業における開発およびその協力、医療情報のサーチ・提供 

サスメドは、スマートフォンを用いて不眠症を治療するアプリを研究・開発しており、不眠症治療用アプリとして国

内初となる薬事承認の取得を目指しています。日本における不眠症治療では睡眠薬を用いた薬物療法が一般的

ですが、不眠症治療用アプリによる非薬物療法が普及することで、副作用リスクの低減が期待されるほか、不眠

症治療コストの削減が見込まれています。 

本投資を通じて、当社は高い投資収益を期待するとともに、不眠症治療における副作用リスク低減や医療費削

減（社会的インパクト）が期待されるサスメドの取組みを資金面からサポートし、その進捗状況を継続的にモニタリ

ングしていきます。 

当社は、引き続き運用手法の高度化・多様化によって資産運用収益の向上を図るとともに、責任ある機関投資

家として持続可能な社会の形成に寄与すべく、ESG 投資に積極的に取り組んでいきます。 

＜本投資を通じて期待する社会的インパクト＞ 

社会的インパクト 詳細 

①  不眠症治療における副作

用リスクの低減 

国内初の薬事承認を得た不眠症治療用アプリによる治療(非薬物療法)が普

及することで、不眠症治療における副作用リスク低減が期待される。 

② 不眠症治療の医療費削減 
不眠症治療用アプリを用いた不眠症治療は、医薬品・人的コスト抑制等によ

り、医療費の削減効果が期待される。 

                                                   
1 インパクト投資とは、運用収益の獲得と社会的インパクトの創出（社会の構造変化等）の両立を意図して投資判断を行う投資手法です。 
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サスメド株式会社代表取締役の上野 太郎氏は以下のように述べています。 

「サスメドは持続可能な医療を理念として、デジタル医療の研究開発を進めてきました。世

界に冠たる日本の医療保険制度を超高齢社会の中で持続可能なものにするためにも、医

療の質を担保しながら社会の負担を軽減することが重要課題と考えます。 

限られた生産年齢人口で高齢者を支えつつ医療水準を保つためには、生産性の向上と効

率的な医療の実現が不可欠です。さらに、社会保障の持続可能性と医療におけるイノベー

ションを両立するためには、医療技術開発過程における効率化も取り組むべき課題です。 

当社は、デジタル医療の研究開発と社会実装を通じて医療の持続可能性に貢献し、ESG投資が掲げる社会的

インパクトを創出することを目指します。」 

 

 

≪ご参考≫これまでのインパクト投資事例 

案件名 ﾘﾘｰｽ日 ＵＲＬ 

「インパクト投資」の開始 

～第一号案件としてマイクロファイナンス事業支援を行う五常・

アンド・カンパニー株式会社へ投資～ 

2017/10/23 
http://www.dai-ichi-life.co.jp/com

pany/news/pdf/2017_043.pdf 

【インパクト投資】Spiber 株式会社への投資 

～新世代バイオ素材開発の支援を通じたインパクト投資第二

号案件～ 

2017/10/23 
http://www.dai-ichi-life.co.jp/com

pany/news/pdf/2017_044.pdf 

【インパクト投資】株式会社キュア・アップへの投資 

～禁煙等の治療アプリ開発・提供の支援を通じたインパクト投

資第三号案件～ 

2018/2/26 
http://www.dai-ichi-life.co.jp/com

pany/news/pdf/2017_071.pdf 

【インパクト投資】クラウドクレジット株式会社への投資 

～グローバルな資金需給ギャップを解消し、発展途上国等の事

業活動を活性化～ 

2018/4/5 
http://www.dai-ichi-life.co.jp/com

pany/news/pdf/2018_002.pdf 

 


